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はじめに

関東地方東西の加曽利E式を、研究者が一堂に会して討論するという画期的なシンポジウムで、その外

側にあたる関東地方北東部（栃木・茨城県域）で研究を進める筆者にできることを考えてみた。そして、

那珂川と鬼怒川という 2大河川に沿って、それぞれ3地域、 2地域の合計 5地域に分け、阿玉台IV式期と

加曽利EI式古・中・新段階の4時期を設け、上器群の変遷を示すこととした。

なお、加曽利EI式の細別については、口頸部に幅広い一帯の文様帯を設け、そこに沈線を沿わせない

貼付隆帯で文様を描く士器を加曽利EI式古段階、口頸部の幅広い文様帯に、沈線を沿わせた隆帯で単位

文を描き、これが上下の区画と接したり、短い隆帯で連携するものを加曽利EI式中段階、口頸部文様帯

に渦巻文と区画文を交互に配す上器を加着利EI式新段階のそれぞれ指標とした。

1 5地域の編年案

(1)那珂川上流域

・阿玉台IV式期：阿玉台IV式と大木式系上器（七郎内II群上器、槻沢型、湯坂型、隆帯押捺型等）が伴う。

大木式系土器は中空突起が発達し、突起上を貼付隆帯で加飾する。

・加曽利EI式古段階：浄法寺類型が主体を占める。他に火炎系士器、口頸部文様帯に貼付隆帯で渦巻文

や波状文を配す在地の土器が伴う。突起は前代を引き継ぐ。

・加着利EI式中段階：キャリパー形の口頸部文様帯に沈線が沿う隆帯でモチーフを描く上器が増える。

大木8b式的な土器も目立つ。浄法寺類型も残る。突起は、隆帯による加飾から

沈線による加飾に変わる。

・加曽利EI式新段階：口頸部文様帯に渦巻文と区画文を交互に配す士器が主体を占める。浄法寺類型、

火炎系上器や中空の突起は低調となる。

(2)那珂川中流域

•阿玉台IV式期：阿玉台IV式と大木式系士器（七郎内 II 群士器、坪井上型、湯坂型、隆帯押捺型等）が伴う。

大木式系上器の中空突起は那珂川上流域と同様である。

・加曽利EI式古段階：口縁に中空突起を付け、口頸部の幅広い施文域に貼付隆帯による文様を配し、

胴部には大木式的な渦巻文や曲折文を配す土器を代表とする。突起や胴部文様を

欠く上器もある。中峠式土器は低調である。

・加曽利EI式中段階：キャリパー形の日頸部文様帯に沈線が沿う隆帯でモチーフを描く上器が主体。

大木8b式的な士器も目宣つ。中空突起は那珂川上流域と同様。

・加曽利EI式新段階：口頸部文様帯に渦巻文と区画文を交互に配す士器が主体を占める。

(3) 那珂川下流域

•阿玉台IV式期：那珂川中流域と同様の上器組成。大木式系上器の比率は低い。
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・加曽利EI式古段階：背が高く、平縁で口頸部文様帯に細い隆帯で波状文等を描く土器が特徴的である。

胴部に大木式系上器の文様はあまり施さない。他に口頸部文様帯に貼付隆帯を

配す土器がある。中峠式土器が少量みられる。

・加曽利EI式中段階：キャリパー形の口頸部文様帯に沈線が沿う隆帯でモチーフを描く士器が増える。

中空突起は少なく、大木 8b式的な士器や下総台地型がある。

・加着利EI式新段階：日頸部文様帯に渦巻文と区画文を交互に配す土器が主体を占める。

(4)鬼怒川・小貝川上流域（栃木県側）

•阿玉台IV式期：阿玉台IV式士器と中峠式士器が伴う。大木式系士器はそれほど多くはない。

・加曽利 EI式古段階：中峠式土器と口頸部に貼付隆帯で文様を施す士器と下総台地型が伴う。大木式系

土器も少量伴う。

・加曽利 EI式中段階：キャリパー形の口頸部文様帯に沈線が沿う隆帯でモチーフを描く土器が増える。

下総台地型の加曽利EI式がある。大木8b式的士器が少鼠伴う。

・加曽利EI式新段階：口頸部文様帯に渦巻文と区画文を交互に配す士器が主体を占める。

(5)鬼怒川・小貝川下流域（茨城県側）

•阿玉台IV式期：阿玉台IV式土器、中峠式土器と在地の勝坂式土器が伴う。

・加曽利EI式古段階：中峠式士器と口頸部に貼付隆帯で文様を施す士器と下総台地型が伴う。

・加曽利EI式中段階：キャリパー形の口頸部文様帯に沈線が沿う隆帯でモチーフを描く士器が増える。

下総台地型の加着利EI式がある。

・加曽利EI式新段階：口頸部文様帯に渦巻文と区画文を交互に配す土器が主体を占める。鬼怒川・小貝

川流域は下総台地と共通する士器が多くみられる。

2 成果と今後の課題

(1)加曽利 E式の成立と関東地方北東部

加曽利E式は大木8a式の影響下に成宣すると言われてきた。関東地方北東部の加曽利E式直前の槻沢

型、坪井上型、七郎内II群等の土器は、口頸部、頸部、胴部の 3帯構成で、口頸部と胴部との 2帯構成の

加曽利E式とは異なる。文様も異なる。関東地方北東部の上器からは、加曽利E式は成立しない。

(2) 『日本先史土器図譜』の加曽利 E式の「もっとも古い部分」との対比

加曽利E式の「最も古い部分」の標準とされた士浦近傍出士の士器は、口縁部下に無文帯を設ける。筆

者は、無文帯の成立以前の上器を、これまで「加曽利EI式古段階」としてきた。今後細分の必要がある。

一方これにより、「最も古い部分」より前に、阿玉台IV式士器がほぼ終焉を迎えていたことが分かった。

(3)今後の課題

東西関東と関東地方北東部との加曽利EI式前後の並行関係把握は現時点では難しい。那珂川流域と鬼

怒川・小貝川流域の並行関係が把握できれば、下総台地との編年対比はある程度可能と思われる。近年、

千葉県柏市小山台遺跡で、西川博孝により、細い粘士紐による文様を特徴とする「小山台 (23)SIOOl型深

鉢」が仮称された。那珂川下流域の加曽利EI式古段階の士器と類似する手法である。両者の関係を検討

することにより、両地域の上器群の並行関係が把握できるかもしれない。
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